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第

三

回

総

会

を

迎

え

る

に

当

た

っ

て

事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

保
存
の
会
が
結
成
さ
れ
て
、
早
く
も
二
年
の
歳
月
が
流
れ
、

第
三
回
総
会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
世

界
は
東
西
の
冷
戦
が
終
わ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
な
く
な
り
、

平
和
が
や
っ
て
く
る
か
に
み
え
、
世
界
中
の
人
々
が
期
待
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
矢
先
、
こ
の
期
特
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ

う
に
湾
岸
戦
争
が
起
こ
り
ま
し
た
。
戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
戦
争
は
い
っ
た
い
私
た
ち
人
間
に
何
を
も
た
ら
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
2
0
万
人
と
も
言
わ
れ
る
人
々
が
死
に

ま
し
た
。
前
線
で
戦
い
傷
つ
き
死
ん
だ
人
の
多
く
は
、
貧
し

い
人
達
で
し
た
。
イ
ラ
ク
で
は
、
ま
だ
内
戦
が
続
き
、
水
・

食
料
・
医
薬
品
が
不
足
し
、
毎
日
多
く
の
人
が
死
ん
で
い
く

と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
ク
エ
ー
ト
で
は
六
〇
〇
本
も
の
油
井

が
破
壊
さ
れ
て
炎
上
し
大
気
が
汚
染
さ
れ
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
で

は
流
れ
出
た
原
油
で
海
が
汚
染
さ
れ
、
環
境
破
壊
が
深
刻
で

す
。
戦
争
は
、
最
大
の
資
源
の
ム
ダ
使
い
で
あ
り
、
環
境
破

壊
の
最
た
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
戦
争
を
み
る
に
つ
け
、
私
達
の
運
動
が
、
ま

す
ま
す
必
要
で
あ
る
こ
と
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
会
員
も

三
一
八
名
と
な
り
、
活
動
も
徐
々
に
広
が
り
を
見
せ
、
港
北

区
で
は
1
9
9
1
年
度
の
事
業
計
画
の
中
に
地
下
壕
の
事
も

入
っ
て
お
り
、
少
し
づ
つ
前
進
を
し
て
い
ま
す
。
保
存
・
公

開
に
む
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
息
長
く
続
け
、
大
き
く
輪
を
広

げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
第
3
回
総
会
に
は
、

「
松
代
大
本
営
」
の
ビ
デ
ィ
オ
上
映
と
「
謀
略
秘
密
基
地
・

登
戸
研
究
所
の
謎
を
追
う
」
の
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
企
画

し
ま
し
た
。
多
数
の
方
々
の
御
参
加
で
総
会
を
成
功
さ
せ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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「
お
知
ら
せ
」

第

三

回総
会

○

日

時

四
月
二
〇
日
（
土
）

午
後
2
時
よ
り

（
受
付
は
午
後
1
時
5
0
分
よ
り
）

○

場

所

慶
應
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
バ
ス

藤
山
記
念
館
大
会
議
室

○

会

次

第

一
、
ビ
デ
ィ
オ

「
松
代
大
本
営
」
の
上
映

＊
午
後
2
時
～
5
時
半

二
、
総
会＊
午

後

2

時

4

0

分

～

3

時

4

0

分

1
、
開
会
の
辞

2
、
会
長
挨
拶

3
、
議
長
選
出

4
、
議
事

①
一
九
九
〇
年
度
活
動
報
告

②
一
九
九
〇
年
度
会
計
報
告

③
一
九
九
〇
年
度
会
計
監
査

報
告

④
①
②
③
の
報
告
に
つ
い
て

質
疑
応
答
及
び
承
認

⑤
一
九
九
一
年
度
運
営
委
員

・
会
計
監
査
・
顧
間
の
選

出
と
承
認

⑥
一
九
九
一
年
度
活
動
方
針

案
説
明

⑦
一
九
九
一
年
度
予
算
案

説
明

⑧
⑥
⑦
の
案
に
つ
い
て

質
疑
応
答
及
び
承
認

⑨
新
会
長
挨
拶

⑩
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
採
択
と

承
認

⑪
そ
の
他

5
、
議
長
解
任

6
、
閉
会
の
辞

三
、
記
念
講
演

「
謀
略
秘
密
基
地
・

登
戸
研
究
所
の
謎
を
追
う
」

講
師
・
・
法
政
二
高
教
諭

渡
辺
賢
二
氏

＊

午

後

3

時

4

0

分

～

5

時

○

お

願

い

総

会

に

は

、

多

数

の

方

々

の

御

参

加

を

お

願

い

致

し

ま

す

。

ビ

デ

ィ

オ

「

松

代

大

本

営

」

と

は

広

島

、

長

崎

、

沖

縄

・

・

・

・

そ

し

て

、

こ

こ

長

野

県

松

代

に

も

残

る

、

戦

争

の

傷

跡

。

お

お

い

隠

さ

れ

た

歴

史

的

事

実

を

明

ら

か

に

し

、

松

代

の

持

つ

意

味

を

問

う

。

大

本

営

と

は

？

地

下

壕

1

3

キ

ロ

は

誰

が

掘

り

抜

い

た

か

？

強

制

連

行

に

た

ず

さ

わ

っ

た

人

、

強

制

労

働

を

さ

せ

ら

れ

た

朝

鮮

人

な

ど

、

衝

撃

の

証

言

が

・

・

・

・

「

謀

略

秘

密

基

地

・

登

戸

研

究

所

」

と

は

第

二

次

大

戦

中

、

「

風

船

爆

弾

」

や

細

菌

・

化

学

兵

器

、

偽

札

造

り

な

ど

旧

日

本

軍

の

謀

略

戦

を

研

究

し

た

と

さ

れ

る

「

陸

軍

第

九

技

術

研

究

所

」

で

あ

っ

た

。

そ

の

全

容

は

ま

だ

不

明

な

点

が

多

く

、

細

菌

戦

部

縁

と

し

て

知

ら

れ

る

七

三

一

部

隊

と

の

関

係

も

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

研

究

所

に

ど

ん

な

驚

く

べ

き

事

実

が

隠

さ

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

・

・

・
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第

7

回

幹

事

会

報

告

日

時

　

2

月

2

0

日

午

後

5

時

半

場
所
　
藤
山
記
念
館
中
会
議
室

報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

1
．
会
員
数
＝
3
0
8
名

（
2
月
1
9
日
現
在
）

団
体
会
員
＝
1
組

賛
助
会
員
＝
4
名

2
．
1
月
2
4
日
‥
会
報
第
9
号

発
行
。

3
．
1
月
2
7
日
‥
幸
市
ヶ
谷
集

会
所
で
，
小
園
さ
ん
と
一
緒
に

李
さ
ん
と
兵
庫
県
で
朝
鮮
人
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
洪
さ
ん

と
会
っ
て
語
を
聞
い
た
。

4
．
1
月
3
0
日
‥
区
政
推
進
課

の
川
久
保
さ
ん
に
あ
っ
て
，
区

や
市
の
今
後
の
地
下
壕
の
保
有

に
つ
い
て
の
対
応
を
聞
く
。
話

に
よ
る
と
，
区
で
は
出
来
た
と

し
て
も
記
録
の
保
存
ぐ
ら
い
で

あ
る
。
地
下
壕
を
保
存
す
る
か

ど
う
か
の
調
査
ま
で
す
る
と
な

る
と
，
予
算
的
に
み
て
市
の
事

業
と
な
る
が
，
今
の
と
こ
ろ
当

分
無
理
で
は
な
い
か
と
思
う
，

と
の
事
で
あ
っ
た
。

や
は
り
，
こ
れ
以
上
は
世
論

の
カ
で
，
市
に
働
き
か
け
を
す

る
以
外
に
手
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
と
感
じ
た
。
先
ず
，
保
存
会

と
し
て
市
長
に
陳
情
す
る
。
次

に
市
長
と
市
議
会
議
長
宛
の
請

願
書
を
作
り
，
署
名
運
動
を
す

る
。
署
名
簿
と
共
に
請
願
書
を

市
長
と
市
議
会
議
長
に
提
出
す

る
。
ま
た
，
港
北
区
選
出
の
市

会
議
員
に
超
党
派
で
支
援
し
て

頂
く
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

目
的
達
成
ま
で
に
は
，
か
な

り
長
い
期
間
運
動
を
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
，
戦
後
5
0

年
目
を
目
標
に
し
て
運
動
を
盛

り
上
げ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と

思
う
。

5
．
2
月
1
2
日
‥
区
の
社
会
教

育
課
の
広
木
氏
と
篠
総
務
局
の

中
谷
氏
に
会
い
，
区
主
催
の
日

吉
周
辺
の
史
跡
め
ぐ
り
の
一
環

と
し
て
，
地
下
壕
の
見
学
を
し

た
い
と
い
う
事
で
話
し
合
っ
た
。

3
月
1
9
日
（
火
）
に
下
見
，

4
月
1
4
日
（
日
）
に
実
施
。

6
．
2
月
1
5
日
‥
足
立
氏
宅
に

挨
拶
に
い
く
。
地
下
壕
入
口
の

地
主
の
方
よ
り
，
先
生
に
「
地

主
さ
ん
に
頼
ん
で
地
下
壕
に
入

っ
て
，
そ
の
感
想
文
を
書
い
て

く
る
よ
う
に
」
言
わ
れ
た
と
い

っ
て
，
小
学
生
が
1
0
人
ほ
ど

来
た
の
で
断
わ
っ
て
返
し
た
が
，

こ
ん
な
事
が
度
重
な
る
よ
う
で

は
，
今
後
入
る
の
を
全
面
的
に

お
断
り
す
る
と
強
く
言
わ
れ
た
。

7
．
3
月
9
日
‥
日
吉
台
小
学
校

P
T
A
と
教
職
員
約
3
0
名
が

地
下
壕
を
見
学
予
定
。

議
事
1
．
第
3
回
総
会
に
つ
い
て

1

）

　

日

時

‥

4

月

2

0

日

午
後
2
時
～
2
時
半
＝

日
吉
台
地
下
壕
や
松
代
の

地
下
壕
を
見
せ
る

年

後

2

時

4

0

分

～

3

時

4

0

分

＝

総

会

午

後

3

時

4

0

分

～

5
時
＝

謀
略
秘
密
基
地
；
登
戸
研
究

所
に
つ
い
て
の
講
演

2
）
役
員
の
候
補
者
の
人
選

3
）
総
会
の
進
め
方

2
．
議
題
に
つ
い
て

○
保
存
会
と
し
て
先
ず
市
長
に
，

地
下
壕
の
保
存
に
つ
い
て
陳

情
書
を
提
出
す
る
件

○
地
下
壕
の
保
存
と
公
開
に
む

け
て
署
名
活
動
を
実
施
し
，

市
長
と
市
議
会
議
長
に
対
し

て
，
署
名
簿
と
請
願
書
を
提

出
す
る
件

○
港
北
区
選
出
の
区
会
議
員
に

働
き
か
け
る
件

○
総
会
ア
ッ
ピ
ー
ル
の
採
択

○
そ
の
他

3
．
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

見
学
会
‥
日
吉
台
地
下
壕

又
は
他
の
地
下
壕
の
見
学
会

4
．
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

に
つ
い
て

5
．
会
報
第
9
号
に
つ
い
て

8
．
会
報
第
1
0
号
の
発
行

に
つ
い
て
・
・
・
3
月
末

7
．
次
回
運
営
委
員
会

4

月

1

0

日

5

時

半
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地

下

壕

を

見

学

し

て島本
　
広
海

3
月
9
日
（
土
）
に
は
、
聨
合

艦
隊
司
令
部
跡
を
な
ど
を
見
学
さ

せ
て
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
寺
田
先
生
が
よ
く
調

査
さ
れ
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
と
御
努

力
下
さ
っ
て
、
保
存
の
事
業
に
大

き
な
足
跡
を
刻
ん
で
お
ら
れ
る
こ

と
に
対
し
、
感
銘
を
深
く
致
し
ま

し
た
。
旧
海
軍
関
係
者
と
し
て
深

く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

私
は
、
昔
の
海
軍
兵
学
校
七
三

期
生
で
、
レ
イ
テ
海
戦
の
時
は
海

軍
少
尉
、
昭
和
一
九
年
一
〇
月
二

四
日
栗
田
艦
隊
に
従
軍
し
て
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
の
シ
ヅ
ヤ
ン
海
を
東
進

し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
余
り
の
空
襲
の
激
し
さ
を
避

け
る
為
と
、
敵
の
目
を
く
ら
ま
す

為
に
、
一
時
西
の
方
に
避
退
の

報
告
と
了
承
を
求
め
る
為
に
豊
田

聨
合
艦
隊
司
令
部
に
上
申
し
た
栗

田
中
将
宛
の
電
報
に
対
し
て
、
豊

田
司
令
部
は
「
天
佑
を
確
信
し
、

全
軍
突
撃
せ
よ
」
と
い
う
非
情
と

も
い
え
る
厳
し
い
内
容
の
電
報
を

送
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
の
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
司
令
部
跡
を
見
学
さ
せ

て
貰
い
ま
し
た
。
栗
田
艦
隊
も
豊

田
司
令
部
も
必
死
で
し
た
。
当
時

の
海
軍
の
覚
悟
が
滲
み
出
て
い
た

場
面
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
場
面

が
記
値
に
鮮
明
に
残
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
壕
の
中
を
眼
を
皿
の
よ

う
に
し
て
眺
め
廻
し
ま
し
た
。

是
非
と
も
歴
史
の
大
事
な
記
録

と
し
て
保
存
し
、
広
く
後
世
の
人

々
が
見
学
で
き
る
よ
う
に
残
し
て

や
り
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

寺
田
先
生
始
め
、
関
係
者
の
皆

様
方
の
御
努
力
に
対
し
ま
し
て
、

厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＜
読
後
感
想
文
＞

「
平
和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
」

（
慶
應
義
塾
生
協
発
行

二
〇
〇
円
）

聴
講
生
と
し
て
、
慶
應
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
通
う
よ
う
に
な
り
、

生
協
書
籍
部
ヘ
立
ち
入
り
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
（
「
平

和
へ
の
願
い
を
こ
め
て
」
が
）
人

の
目
に
つ
き
に
く
い
所
に
置
い
て

あ
っ
た
為
、
今
ま
で
気
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

日
本
橋
久
松
町
で
昭
和
二
〇
年

三
月
一
〇
日
東
京
大
空
襲
に
合
い

命
か
ら
が
ら
火
の
輪
の
中
を
逃
げ

た
者
と
し
て
忘
れ
る
事
の
な
い
思

い
で
す
が
、
、
現
代
の
人
達
に
は

絶
対
わ
か
ら
な
い
事
と
口
を
閉
じ

て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
二
度
と

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
為
に
は
、
体

験
者
が
語
り
継
い
で
行
か
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。
日
吉
の
地
下

の
事
な
ど
は
っ
き
り
記
録
さ
れ
て

い
て
、
非
常
に
興
味
深
く
拝
読
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

も
っ
と
も
っ
と
若
い
人
達
に
知

っ
て
頂
け
る
よ
う
、
益
々
の
ご
活

躍
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。贄
田
ひ
ろ
子

＜
本
の
紹
介
＞

「
地
下
工
場
と
朝
鮮
人
強
制
連
行
」

（
兵
庫
県
朝
鮮
関
係
研
究

会
編
・
明
石
書
店
刊
・

二
〇
六
〇
円
）

朝
鮮
と
日
本
と
の
関
係
、
特
に

戦
時
下
の
朝
鮮
人
と
日
本
人
（
日

本
政
府
）
と
の
歴
史
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、
胸
が
ふ
さ
が
れ
て
、
私

は
ま
と
も
に
朝
鮮
の
友
人
の
前
に

立
て
な
く
な
る
。

日
古
の
地
下
壕
に
入
り
、
真
っ
暗

闇
の
中
で
建
設
犠
牲
者
へ
の
冥
福

を
祈
っ
た
瞬
間
、
し
じ
ま
の
中
か

ら
彼
ら
の
声
に
な
ら
な
い
叫
び
が

迫
っ
て
く
る
よ
う
で
、
い
た
た
ま

れ
な
い
気
持
ち
に
駆
ら
れ
た
。

そ
ん
な
折
、
こ
の
本
の
出
版
を

知
っ
た
。
先
ず
驚
い
た
の
は
、
戦

後
三
〇
年
も
経
っ
て
か
ら
、
や
っ

と
調
査
し
た
建
設
省
の
発
表
に
よ

る
と
、
全
国
に
残
っ
て
い
た
地
下

ト
ン
ネ
ル
の
数
は
、
既
に
崩
壊
し

て
し
ま
っ
た
も
の
や
、
埋
め
戻
さ

れ
て
し
ま
っ
た
も
の
を
除
い
て
も
、

三
三
九
四
箇
所
も
あ
り
、
そ
の
う

ち
神
奈
川
県
内
に
一
二
九
六
箇
所
、

ざ
っ
と
三
分
の
一
強
が
残
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
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地
下
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
、
国

内
で
は
、
一
九
四
四
年
七
月
一
八

日
、
東
条
内
博
の
最
後
の
閣
議
で

決
定
さ
れ
た
と
い
う
。
サ
イ
パ
ン

・
テ
ニ
ア
ン
・
グ
ァ
ム
を
奪
わ
れ
、

本
土
へ
の
爆
撃
が
決
定
的
に
な
っ

た
時
期
で
あ
る
。
建
設
開
始
は
、

私
た
ち
足
手
ま
と
い
と
な
る
子
供

た
ち
（
私
は
そ
の
該
当
者
だ
っ
た
）

を
地
方
に
追
い
や
る
（
集
団
疎
開

さ
せ
る
）
時
期
と
も
重
な
っ
て
い

る
。天
皇
の
住
居
（
御
座
所
と
称
さ

れ
た
）
を
含
む
松
代
の
大
本
営
工

事
も
、
こ
こ
日
吉
の
海
軍
司
令
部

も
同
時
期
に
着
工
さ
れ
た
。
陸
・

海
軍
ば
か
り
で
な
く
、
工
場
（
主

と
し
て
航
空
機
生
産
の
）
疎
開
に

よ
る
地
下
工
場
の
建
設
が
、
全
国

各
地
で
一
斉
に
始
ま
っ
た
。

既
に
戦
争
は
敗
退
を
重
ね
、
老

年
兵
ま
で
戦
場
に
駆
り
出
さ
れ
る

状
況
の
中
、
軍
の
命
令
に
よ
る
ト

ン
ネ
ル
掘
り
は
、
民
間
の
建
設
業

者
の
労
務
員
の
ほ
か
に
、
動
員
さ

れ
た
学
徒
や
連
行
さ
れ
て
き
た
朝

鮮
人
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

緊
急
、
し
か
も
短
時
日
で
の
完
成

を
要
求
さ
れ
る
工
事
は
、
危
険
が

満
ち
満
ち
て
い
た
が
、
そ
の
最
前

線
を
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
ど
の

現
場
で
も
朝
鮮
人
だ
っ
た
。
ま
と

も
な
食
事
も
与
え
ら
れ
な
い
（
日

吉
周
辺
の
聞
き
書
き
で
も
、
ボ
ロ

を
ま
と
っ
た
朝
鮮
人
が
、
農
家
に

そ
っ
と
食
べ
物
を
乞
い
に
来
た
と

い
う
）
中
で
の
、
命
が
け
の
労
働

は
、
筆
舌
を
尽
く
し
が
た
い
も
の

が
あ
っ
た
。
調
査
を
進
め
る
過
程

で
、
四
二
年
ぶ
り
に
初
め
て
入
っ

た
、
兵
軍
県
六
甲
山
系
の
東
側
、

芦
屋
に
近
い
甲
陽
園
山
王
町
の
地

下
ト
ン
ネ
ル
の
壁
に
、
敗
戦
の
日

に
刻
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
「
朝

鮮
国
独
立
」
の
文
字
を
発
見
し
た

時
、
人
々
は
思
わ
ず
息
を
の
ん
だ

と
い
う
。
私
に
と
っ
て
も
胸
突
か

れ
る
記
録
で
あ
っ
た
。

本
の
内
容
は
、
1
概
説
、
2
現

地
調
査
の
記
録
、
3
資
料
　
の
三

部
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
た

ち
が
こ
れ
か
ら
日
吉
の
地
下
壕
の

掘
り
お
こ
し
を
し
て
い
く
上
で
も

参
考
に
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ

る
。神
奈
川
県
内
に
は
、
お
び
た
だ

し
い
数
の
ト
ン
ネ
ル
が
散
在
し
て

い
る
と
い
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

近
頃
や
っ
と
日
吉
の
地
下
壕
が
少

し
ず
つ
陽
の
目
を
見
せ
て
き
た
他

は
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
、

放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。川
崎
の
市
民
達
が
調
べ
あ
げ
た

「
私
の
街
か
ら
戦
争
が
見
え
た
―

謀
略
秘
密
基
地
・
登
り
戸
研
究
所

の
謎
を
追
う
―
」
（
川
崎
市
中
原

平
和
学
級
編
・
教
育
資
料
出
版
会

編
・
一
三
三
九
円
）
に
見
習
っ
て

身
近
な
所
か
ら
、
戦
争
の
傷
跡
を

探
り
出
し
、
戦
争
の
愚
か
さ
を
知

る
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
。
最

後
に
、
極
最
近
出
版
さ
れ
た
本
で
、

八
王
子
の
旧
陸
軍
巨
大
地
下
壕
の

謎
に
迫
る
「
地
下
秘
密
工
場
」

（
斉
藤
勉
著
・
の
ん
ぶ
る
舎
刊
・

一
五
〇
〇
円
）
と
い
う
調
査
記
録

も
併
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

小
園
優
子

＜
関
連
図
書
紹
介
＞

「
旭
高
の
教
育
－
あ
ゆ
み
－
N
o
3
2
」

―
松
代
大
本
営
地
下
壕
に
国
際

平
和
公
園
・
平
和
記
念
館
を
―

（
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に
輝
く
）

長
野
県
・
篠
の
井
旭
高
校

「
部
報
―
比
企
―
第
5
号
」

―
本
土
決
戦
と

幻
の
地
下
司
令
部
―

埼
玉
県
立
滑
川
高
校
郷
土
部

「
（
ピ
ー
タ
ム
）
」

―
地
下
軍
需
工
場
建
設
と

朝
鮮
人
強
制
連
行
の
記
録
―

「
」
を
出
版
す
る
会

名
古
屋
市
・
本
橋
正
男

「
第
1
回
朝
鮮
人
・
中
国
人
強
制

連
行
・
強
制
労
働
を
考
え
る

全
国
交
流
集
会
報
告
集
」

全
国
交
流
集
会
実
行
委
員
会

「
図
録
・
松
代
大
本
営
」

―
幻
の
大
本
営
の

秘
密
を
探
る
―

長
野
県
・
和
田
昇
編
著

「
平
和
の
た
め
に
―
3
」

―
学
び
、
調
べ
、
表
現
す
る
―

東
京
都
・
森
田
俊
男
編
著
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「
マ
ツ
シ
ロ
へ
の
旅
」

―
松
代
大
本
営

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
―

長
野
市
・
松
代
大
本
営
の

保
存
を
す
す
め
る
会

「
兵
庫
と
朝
鮮
人
」

―
祖
国
解
放
四
〇
周
年
を

記
念
し
て

兵
庫
朝
鮮
人
関
係
研
究
会
編
著

「
沖
縄旧
海
軍
司
令
部
壕
の
軌
跡
」

沖
縄
・
宮
里
一
夫
編
著

「
戦
史
叢
書
．
大
本
営

海
軍
部
・
連
合
艦
隊
（
6
）
（
7
）
」

防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
著

朝
雲
新
聞
社

「
連
合
艦
隊
の
最
後
」
伊
藤
正
徳
著

文
芸
春
秋
新
社

「
連
合
艦
隊
作
戦
室
か
ら

み
た
太
平
洋
戦
争
」

中
島
親
孝
著

光
文
社

「
海
軍
を
斬
る
」

―
帝
国
海
軍
の
内
な
る
敗
因
―

「
日
米
情
報
戦
記
」

―
日
米
情
報
戦
争
実
践
記
録
―

実
松
　
譲
著

図
書
出
版
社

「
海
軍
施
設
系
技
術
官
の
記
録
」

・
・
記
録
刊
行
委
員
会

昌
平
堂
印
刷

「
慶
應
義
塾
百
年
史
―
中
巻
―
」

慶
應
義
塾

第

三

回

総

会

へ

の

お

誘

い

日
時
　
四
月
二
〇
日
午
後
二
時
よ
り

場
所
　
藤
山
記
念
館
大
会
議
室

総
会
に
は
ビ
デ
オ
上
映
と

記
念
講
演
が
あ
り
ま
す
。

○
ビ
デ
オ
（
二
時
～
二
時
半
）

「
松
代
大
本
営
」

○
総
会
（
二
時
四
〇
分
～
三
時
四
〇
分
）

○
記
念
講
演
（
三
時
四
〇
分
～
五
時
）

「
謀
略
秘
密
基
地
」

登

戸

研

究

所

の

謎

を

追

う

」

こ
の
機
会
を
お
見
の
が
し
な
く

編
集
後
記

◆
保
存
の
会
の
結
成
か
ら
早

く
も
1
年
が
た
ち
、
会
報
も

第
1
0
号
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
硬

い
御
支
援
の
お
か
げ
で
す
。

◆
原
稿
も
毎
回
多
く
の
方
々

か
ら
頂
き
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
も
、
地
下
壕
の

事
だ
け
で
な
く
、
戦
争
の
体

験
、
或
は
湾
岸
戦
争
に
つ
い

て
の
感
想
な
ど
、
お
寄
せ
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◆
会
員
も
徐
々
に
増
え
現
在

三
一
八
名
と
な
り
ま
し
た
。

◆
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
よ
っ

て
、
日
吉
台
地
下
壕
と
保
存

の
会
の
存
在
が
人
々
に
広
く

し
ら
れ
、
関
心
を
持
つ
人
々

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

◆
私
達
の
運
動
が
、
大
き
く

広
が
っ
て
い
く
事
を
願
い
な

が
ら
、
会
報
の
原
稿
を
ワ
ー

プ
ロ
で
打
ち
、
印
刷
・
発
送

を
し
て
お
り
ま
す
。

◆
お
願
い
＝
転
居
の
時
に
は

必
ず
新
住
所
と
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
。



日吉台地下壕保存の会

第3回総会

日時：　4月20日（土）午後2：40～3：40
場所：慶應義塾大学藤山記念館大会議室
付記：総会の前後にビティオ上映と記念講演があります。
御期待下さい。多数の御参加を御待ちしています。

◎ビディオ上映（午後2：00～2：30）
幻の大本営の謎をカメラが追う！

「松代大本営」
広島・長崎・沖縄・・・そして、ここ長野県松代にも残る、
戦争の傷跡。おおい隠された歴史的事実を明らかにし、
マツシロの持つ意味を問う。
大本営とは？
13キロにわたる地下壕は誰が掘り抜いたか？
強制連行にたずさわった人、強制労働をさせられた朝鮮人
など、衝撃の証言が………。

◎記念講演（午後3‥40～5：00）
講師：法政2高教諭渡辺賢二氏

私の街から戦争が見えた！

「謀略秘密基地
登戸研究所の謎を追う」

第2次大戦中、風船爆弾や細菌・化学兵器、偽札造りなど

旧日本軍の謀略戦をしたとされる「陸軍第9技術研究所」

（通称・登戸研究所）の実相に迫る。

渡辺氏は、登戸研究所の研究家でよく知られた方です。


